
2年間にわたって開催してきた、特別企画「震災解読事典」の最終回
となるシンポジウムが、去る2014年10月4日（土）に開催された。パネリ
ストの池内了さんと高橋源一郎さんが、それぞれの視点から問題提起
をし、それに鎌田東二理事長が応じつつ、鼎談がなされた。震災をめ
ぐるコアな問題から、今日の様々な社会問題との関連性まで、奥行きの
あるシンポジウムとなった。
最初に登壇した池内了さんは、「無責任な

言葉が行き交う原発再稼働」と題された講
演のなかで、主語があいまいな「責任」とい
う「無責任な」言葉が世間に飛び交っており、
それが原発問題のベースにあると指摘。そ
のうえで、私たちが忘れてはならないことと
して、①原発の反倫理性 ②原発の事故確率 
③原子力ムラの人々の無責任さ ④大飯原発
の画期的判決 を挙げた。①は、過疎地や労働者、住民や未来世代へ、
原発を押し付けることが反倫理的であるとの指摘。②は、原発の過酷
事故が10年に一度の高い確率で起きているという事実。③は、政府・
官僚・業界・マスコミ・専門家（原子力、放射線防護学）からなる原子
力ムラの人々が、最終的に責任を逃れようとする実態について。④は、
大飯原発の運転差止判決が、憲法に対する「人格権」と科学的論点の
みられる画期的判決であると論じた。
次に登壇した高橋源一郎さんは、3月11日に

「今日で世界が変わってしまう」と実感したと
言い、震災後最初の一週間は原発を止めるよ
うな良い方向に変わると思っていたが、いま
は「ここまで社会全体が悪化するとは思わな
かった」という心境であると語った。高橋さ
んは、文化人類学者の辻信一さん（「震災解
読事典 第一章」に登壇）と共同で行っている
「弱さ」の研究を紹介し、認知症の老人を自由に生活させる施設や、宿題
も試験も存在しない学校など、「弱さ」を基盤にしたオルタナティブなコ
ミュニティーを自分たちでつくり、社会に認めさせることが、これから大
切になってくると指摘した。また小説家として、「21世紀は文学の言葉で
いこう！」と提言。「文学の言葉は、物事を一方的に否定せず、矛盾してい
るけれど自分の思想の敵対者を愛してしまう。だからぼくは、朝日新聞
の論壇時評も文学の言葉で書いて、政治の言葉に代わるオルタナティブ
として立ち上げようとしている」と語った。
鎌田理事長は二人のパネリストの話を受け、「平成」という年号が発表

されたとき、これから始まる時代が「平」には「成」らず、中世的な戦乱
の世になると直感したとスパイラル史観を披露。実際、平成に発生した
阪神淡路大震災と東日本大震災では、心のケアにおいて大きな違いが

存在し、前者では盛んに行われたが、後者では遅れていることが問題で
あると指摘した。また、地球の問題を地球上から考えていては解決でき
ず、宇宙の問題から民間信仰の問題までを串刺しにしてゆく視点が必要
であると主張した。
池内さん、高橋さん、鎌田理事長の鼎談では、震災問題で露見した「無

責任な言葉と態度」を追及してゆくと、アジア・太平洋戦争の敗戦やそ
の基盤となった明治維新の薩長同盟と帝国主義的植民地支配の構造、
さらには「国民国家」の作られ方・運営や維持のされ方、そこにおける人々
の生き方やマインドセット、それらすべてを貫いていることが分かるとい
う包括的な議論がなされた。そして現在トピックの問題である、①原発
の問題 ②ヘイトスピーチの問題 ③大学の問題 これらすべてが、同根・
同一構造で連鎖しているという指摘がなされた。
終始、歴史を変えてきたのは少数派であるという事実に目を向け、自

分たちがオルタナティブな社会を創造してゆくのだ、という気概に溢れ
たシンポジウムになった。最後に鎌田理事長は、自身が網膜剥離で入
院中に、石牟礼道子の『苦界浄土』を耳から聞いて感動した経験を話
し、「語り」の持つ力が、震災後の社会の原動力になり得ると話した。
「震災解読事典」は、これで全章の講座が終了しました。いままで
ご登壇いただいた全ての講師のみなさまと、ご参加いただいた皆さま
に厚く御礼申し上げます。また「震災解読事典」は、書籍化に向けて
準備が始まったところです。続報をお待ちください。

「3・11から未来に届ける言葉の創造」 辻 信行（運営委員）

震災解読事典II  ～シンポジウム～
2014年10月4日（土）

Newsletter Vol.23の「震災解読事典 第九章 震災と〈東北〉」の報告文に、「〈東北〉、そ
こは稲作ナショナリズムにより穀倉地帯化された植民地。」とあるのは、「〈東北〉、そこ
は稲作ナショナリズムにより穀倉地帯化された宗主国と植民地の間の場所。」の誤りで
した。講師の山内明美さんと読者のみなさまにお詫び申し上げ、訂正いたします。

お詫びと訂正

パネリスト

司　会

池内 了（宇宙物理学者・天文学者・総合研究大学院大学前理事）
高橋 源一郎（小説家・文芸評論家・明治学院大学教授）
鎌田 東二（NPO法人東京自由大学理事長・
 京都大学こころの未来研究センター教授）

池内 了氏

高橋 源一郎氏

『ブッダのサイコセラピー』を読む
「目覚めて生きる：ブッダのサイコセラピー講読ゼミを終えて」

ゼミは瞑想編で終了させていただきました。本書の圧巻は何よりも
豊かな症例にあります。
苦しみを抱えた患者が見事に変容して行きます。無意識に繰り返し
て来た思考や行動パターンの誤りに気づくことで、それに縛られてい
た自分から解放され新たに生きる道を選んで行くプロセスが、鮮やか
に描かれています。
本書を通じて目覚めて生きたブッダの足跡が少しでも見えて来たら
幸いです。

ファシリテーター：立花蓉子（心理学者）

自主ゼミ

今我が家のまわりの森はヒヨドリやシロハラやジョウビ
タキなどの冬鳥たちが賑やかに鳴き交わしている。そして
鳥たちが陽気に飛び交っていても冬の森は静かさに包ま
れている。北西風が吹き荒れアラレが舞うような南の島とはとてもいえない日も
多いがいったん風が止むと一年中常緑の照葉樹の森はしんとした静かさに満ち
毎日同じ姿であるのに眺めても眺めても眺め飽きることがない。
 三省さんが強烈な自我意識と鋭すぎる感性を持って生まれ、暗く苦しい青春

時代を過ごしながら僥倖のように仏教と出会いインド哲学に導かれ、そして屋
久島の暮らしを通してアニミズムに辿りついたことに運命というものを私は感じ
ている。三省さんは強い苛立ちや不安を抱え込みやすい人（特に若い頃は）であ
ったがゆえにより深い安心を求めた人であったと思う。屋久島の森の静かさは三
省さんをどれほど癒したことだろう。三省さんにとっては「静かさ」こそがカミそ
のものだったと最近つくづくと思うのである。
 2001年夏三省さんが亡くなった直後の9月11日に同時多発テロが起こり、そ

の10年後の2011年3月11日に東日本大震災が起き原発事故が起こった。三省さ
んが亡くなった後の14年の間に世界はより大きな不安な時代に突入してしまっ
た。三省さんが生きていればこの時代をどのように見どのような希望を綴っただ
ろうかと思うが、私は三省さんは変わらず静かなカミを見出し出会うことを書き
続けたのではないかとこの頃は思っている。私たちの中に不安が強まれば強まる
ほど静かなカミが必要であり、カミは森の傍に住もうが街に住もうが会いたいと
思えばどこにでも見い出すことができ共に居続けてくれるものだからである。（三
省さんはプランターの草花にもカミは宿っているといっていたし、日の光はどこ
にでもこぼれてくるし、青空の奥にはそれこそ深い静かなカミがいる）そして究
極の願いである「安心」の世界へ導いてくれるものだからである。今私たちは私
たちの中の不安をじっと見つめ続ける力を持たなければならないと思う。そうで
なければ私たちはとてつもない破壊への道に引きこまれていきそうな気がする。
今こそ「静かさ」というカミが必要な時だと私には思える。
森の傍らには梅の花が咲き出している。三省さんも愛した梅の花を一枝二枝

手折ってきて家の中の花入れに活けてみると梅の花の「静かさ」はまさしく清ら
かなカミそのものである。私はそんなカミに救われて一日一日生きているような
気がしている。

■編集後記 岡野 惠美子（副運営委員長）
今号はビッグイベント「三省祭り」、震災解読事典のシンポジウムなど盛り沢山な行事が
続いたため増ページとしました。東京自由大学の意欲溢れる活溌な活動報告を楽しんでゆ
っくりとお読みいただければ幸いです。来年度は神田の会場で講座、ゼミを開催する最終
年度となりますが、充実した質の高い内容のカリキュラムを準備しておりますのでご期待く
ださい。なお第2世代が新たな展開で2016年度からも東京自由大学の活動を力強く継続
します。詳細は来年度末にはお知らせしますので、ご支援をよろしくお願いします。

●http://jiyudaigaku.la.coocan.jp/　●E-mail:  jiyudaigaku@nifty.com

N ew s l e t t e r  V o l . 2 4 2015年（平成27年）3月20日発行
編集・発行  NPO法人東京自由大学 / 事務局  〒101-0035  千代田区神田紺屋町5  T.Mビル2F  TEL＆FAX: 03-3253-9870
デザイン （有）アンビエンス / 印刷 （株）ベクトル

　東京自由大学の事務所には書籍販売コーナーがあります。連続シンポジウムをまとめた
書籍『仏教は世界を救うか』をはじめ、学長、理事長執筆の書籍など数々あります。講座に
ご参加の折に、また、神田にいらした際にお寄りください。なお、事務局業務は火、金曜の
13:00から18:00となっております。

事務局だより 渡辺 恵実（事務局員）

2014年度ゼミナール報告

2014年度 調査研究事業 コロキウム
井上 喜行（運営委員）

●毎月第3火曜日(人類の未来コロキウム)
複雑系科学の基礎として「フェルマー最終定理の中学生証明」、未来予知経済学の開発と戦
争防止などを主な研究テーマとする自由参加研究会です。最近は2014年10月に発行された海
野和三郎学長の新著『宇宙マンダラ』をテキストに、自由な論議を展開しています。

●毎月第4木曜日（太陽熱発電コロキウム） （8月・3月は休み）
ここ数年、再生可能エネルギー世界展示会に出展してきた集熱型太陽熱発電について調査研究
しました。今年度は、海外で開発されているトラフ型、リニアフレネル型などの研究や、トラフ型
に小型家庭用発電機の内容を使用したフレネル型より安価な発電システムについて、大木健一郎
先生を中心に研究発表しました。
27年度は火曜日のコロキウムに統合予定です。
主宰：海野和三郎（東京自由大学学長）／第4木曜日司会：井上喜行（東京自由大学運営委員）

調査
研究事業

大乗経典『華厳経』読誦

毎月、初めに般若訳『普賢行願讃』1736字を呉音の棒読みで讀誦
しました。
国訳大蔵経の六十巻『華厳経』の入法界品のうち最初から45, 
46, 47巻を書き下しで讀誦しました。『般若経』などとはまるで別世
界の『華厳経』の雰囲気を僅かとはいえ鑑賞できたと思います。
悟り、念仏、弁栄上人などについても参加者の皆さんと話しました。
「悟り論」？ 「悟り学」？ の素材は鈴木大拙師の著作でしたが、4月か
らは没後50年ということで大拙師自身が最も気に入っている代表作
『禅の思想』（昭和18年）を読んでみたいと思っています。

自主ゼミ
講師：野村 懐忍（高野山東京別院執事）

民俗舞踊の身体研究会 鳥飼 美和子（運営委員長）
　2014年度の民俗舞踊の身体研究会は、夏合宿のオプションで、早池峰大償神社のご造営勧進
神楽見学が一番大きな催しでした。大償神社、大償神楽の皆さまに感謝いたします。
　ご指導の須藤武子先生は、一時の身体の不調を乗り越えられ、さらなる情熱をもって綾子舞の
歌や舞に凝縮された中世の文化、それを伝承して下さった先人の魂を語り伝えて下さいました。

自主ゼミ

毎月、各自が兼題二句と自由題一句を持
ち寄っての句会もそろそろ一年。私も含め、
ほとんどの方が初心者ですが、堀本先生の
一句一句へのていねいなご指導を受けな
がら、楽しい交流の場になっています。俳
句の十七音が、日々の暮らしを新鮮なもの
に変えてくれるような気がしています。

日本の古き良き歌、心に残る名歌を10回にわたり歌って来ました。子供たちのために──と
大正、昭和初期の先人たちが創作した歌には美しい日本語と高い音楽性がありました。
コマーシャル文化の現代で、歌は消耗品のようですが、古き歌には日本人の魂や情感、郷土愛、

文化性が込められている事を学べました。
今後もなんらかの形で歌い継いで行けたら──と、思っています。
2/6のゼミの折、ご報告させていただきましたが、今回で一先ずこのゼミを終了としました。

自由大学、並びに海野先生には大変お世話になり感謝しております。また3年間、「歌のことだ
ま」ゼミの楽しさを共有してくださった皆さま、ありがとうございました。

自主ゼミ「歌のことだま」 田村  郁子（会員）

自主ゼミ「東樹句会」
殿谷 みな子（会員）

講師：堀本 裕樹（俳人）

荘子読書会 岡野 惠美子（副運営委員長）
講師・木村真呂先生（荘子研究家）のご都合で、残念ですが来年度から読書会は中止となりました。
長期間、荘子ゼミを続けてくださった木村真呂先生に心より感謝申し上げます。

自主ゼミ

山尾 春美
「静かさ」というカミ




